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2026 年度シラバス 

科目分類/Subject Categories 

学部等/Faculty / 工 芸 科 学 部  : /School of Science and 

Technology 

今年度開講/Availability /無 : /Not available 

学域等/Field /全学共通科目 : /Program-wide Subjects 年次/Year /２年次 : /2nd Year 

課程等/Program /基盤教養科目 : /Liberal Arts 学期/Semester /前学期 : /First term 

分類/Category / : / 曜日時限/Day & Period / : / 

 

科目情報/Course Information 

時間割番号 

/Timetable Number 

 

科目番号 

/Course Number 

10860012 

単位数/Credits 2 

授業形態 

/Course Type 

講義・演習 : Lecture/Practicum 

クラス/Class  

授業科目名 

/Course Title 

日本語と日本文化Ⅰ : Japanese and Japanese Culture Ⅰ 

担当教員名 

/ Instructor(s) 

/澤田 美恵子 : SAWADA Mieko 

その他/Other インターンシップ実施科

目 Internship 

国際科学技術コース提供

科目 IGP 

PBL 実施科目 Project 

Based Learning 

DX 活用科目 

ICT Usage in Learning 

  ○ ○ 

実務経験のある教員によ

る科目 

Practical Teacher 

  

科目ナンバリング

/Numbering Code 

 

 

授業の目的・概要 Objectives and Outline of the Course 

日 上級会話のクラスで、口頭発表能力の向上に重点を置く。ゼミなどで自分の意見が発表できることを目標として口頭発表の練習

を行う。また、聴解教材を用いて練習を行う。前期では自分の研究分野について説明できることに重点を置く。WebEX による

オンライン授業となる場合があります。Moodle を確認してください。 

基本的に対面授業をします。 

 

 

 

 

英 This class is for the advanced Japanese leaners. This class helps leaners to build their proficiency in advanced Japanese 

across listening and speaking -while also provideing then with deeper understanding of Japan and its culture. This class may 

be an online lesson via WebEX. Please check Moodle. 

 

Basically, we are doing face-to-face classes. 

 

 

 

 

 

 

学習の到達目標 Learning Objectives 

日 ゼミで口頭発表ができる。 

自分の研究分野について説明できる。 



10860012_日本語と日本文化Ⅰ 

2 

 

英 To be able to oral presentation at the seminar. 

To be able to explain about my field of study 

 

学習目標の達成度の評価基準 / Fulfillment of Course Goals（JABEE 関連科目のみ） 

日  

英  

 

授業計画項目 Course Plan 

No.  項目 Topics 内容 Content 

1 日 パブリック・スピーキング（１） 知らない人や多くの人の前で話す時、気をつけなければならないことを話す。 

英 Public Speaking To speak in front of a lot of people 

 

2 日 パブリック・スピーキング（２） 知らない人や多くの人の前で話す練習をする。 

英 Public Speaking To speak in front of a lot of people 

3 日 パブリック・スピーキング（３） 知らない人や多くの人の前で話す練習をする。 

英 Public Speaking To speak in front of a lot of people 

4 日 文章を読む練習（１） わかりやすく話すための練習として文章を朗読する練習をする。 

英 Practice to read the sentence Practice of reading 

5 日 文章を読む練習（２） わかりやすく話すための練習として文章を朗読する練習をする。 

英 Practice to read the sentence Practice to read the sentence 

6 日 文章を読む練習（３） 自分で選んだ文章を朗読する。 

英 Practice to read the sentence Practice of reading 

7 日 司会と討議（１） 司会と討議を行う時に気をつけなければならないことについて説明する。 

英 Moderator and discussion Pratice of Moderator and discussion 

8 日 司会と討議（２） 司会と討議を行うときに気をつけなければいけないことを練習する。 

英 Moderator and discussion Pratice of Moderator and discussion 

9 日 スピーチ（１） 自分の研究分野について説明するために文章化する。 

英 speech Pratice of speech 

10 日 スピーチ（２） 文章化し、訂正したものを練習する。 

英 speech Pratice of speech 

11 日 スピーチ（３） 練習したものを発表する。 

英 speech Pratice of speech 

12 日 スピーチ（４） 練習したものを発表する。 

英 speech Pratice of speech 

13 日 スピーチ（５） 練習したものを発表する。 

英 speech Pratice of speech 

14 日 レポート作成(1) 発表したものをレポートにする。 

英 report To report that it has speech 

15 日 レポート作成(2) 発表したものをレポートにする。 

英 report To report that it has speech 

 

履修条件 Prerequisite(s) 

日 特になし 

英 nothing special 

 

授業時間外学習（予習・復習等）  

Required study time, Preparation and review 

日 授業中、積極的に発話すること。・各授業に対し、予習を 1 時間、復習を 2 時間、合わせて 3 時間の予習•復習に加え、小テスト、

定期試験に備えるための学習時間を要する。 

 

 

英 Learning Attitude(60%), Reports(20%), Tests(20%) 
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You cannot get credits if you were absent four times. 

 

 

教科書／参考書 Textbooks/Reference Books 

日 教科書については最初の授業で指示する。 

英 The textbook information will be given during the first class 

 

成績評価の方法及び基準 Grading Policy 

日 授業態度６０％、レポート（２０％）、テスト（２０％） 

４回欠席した場合は成績評価対象外とする。 

英 Learning Attitude(60%), Reports(20%), Tests(20%) 

You cannot get credits if you were absent four times. 

 

 

留意事項等 Point to consider 

日  

英  

 


